
佐賀県地域医療対策協議会運営要綱 

 

平成 31 年３月 21 日健康福祉部長決裁 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、医療法（昭和 23年法律第 205 号）第 30条の 23の規定に基づき設置

する佐賀県地域医療対策協議会（以下「協議会」という。）の運営に関し、必要な事項

を定めることを目的とする。 

 

（委員） 

第２条 協議会は、別紙に掲げる者（以下「委員」という。）で構成する。 

２ 協議会に、会長及び副会長一人を置く。 

３ 会長は、委員の互選により定め、副会長は会長が指名する。 

４ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職

務を代理する。 

６ 委員は、都合により協議会を欠席する場合、代理の者を出席させることができること

とし、その代理の者の出席をもって当該委員の出席とみなす。 

 

（臨時委員） 

第３条 協議会は、特別の事項を協議するため、その都度、当該特別の事項に関し専門知

識を有する者を臨時の委員（以下「臨時委員」という。）として出席させることができ

る。 

 

（オブザーバー） 

第４条 協議会は、専門的な立場から助言を得るため、オブザーバーを置くことができる。 

２ 協議会は、必要に応じて、オブザーバーに意見等を求めることができる。 

 

（運営） 

第５条 協議会は、会長が招集する。 

２ 協議会は原則公開とし、医師や患者の情報、医療機関の経営に関する情報等を扱う場

合には、非公開とする。 

３ 協議会は、委員の半数以上の者が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４ 協議会の議事は、出席した委員（臨時委員を含む。）の過半数でこれを決し、可否同

数のときは会長の決するところによる。 

５ 協議会に、専門的な事項について検討するためのワーキンググループを設置すること

ができる。 

６ ワーキンググループの構成は、協議会において別に定める。 

 

（事務局） 

第６条 協議会の庶務は、健康福祉部医務課において処理する。 
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（補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会

に諮って定める。 

 

   附 則 

１ この要綱は、平成 31 年４月１日から施行する。 

２ 佐賀県地域医療支援センター運営委員会運営要領は廃止する。 

 

 

 




